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日本は 80年前（1941年）の 12月 8日、アメリカ海軍

基地があるハワイ真珠湾に奇襲攻撃をかけアジア・太平

洋戦争へと突き進みました。この無謀極まりない侵略戦

争によってアジアでは 2000万人以上、日本国民は 300数

十万人におよぶ尊いいのちが奪われて、終戦直前の８月

６日と９日には広島・長崎の市民が人類史上初の核兵器

による惨禍をも被ることになりました。 

戦争による筆舌に尽くせない痛苦・悲惨さを体験した

日本国民が戦後に見出した光は、戦争放棄を高らかに宣言建交労旗の脇に立つ佐藤前支部委員長 

した日本国憲法の制定でした。一方、憲法９条を目の敵とし憲法改悪を党是とする自民党

などによる改憲の策動は絶え間なく続いています。 

10月 31日の総選挙の結果、自民党をはじめ日本維

新の会など憲法改悪を推進する改憲勢力が 3分の 2以

上を占めた国会で、岸田政権はこの機会をとらえて一

気に憲法改悪をやり遂げる強い意欲を示しています。

また、先制攻撃を含め日本が敵基地を攻撃する軍事力

を保持することを明言し６兆円超えの軍事予算を決定

するなど政権の危険な実態が浮き彫りとなっています。 

しかし、憲法９条を支持する世論は常に多数を握っ

パレードの先頭を行く畑野きみえ前衆院議員 ています。また、改憲勢力に抗して日本と世界の宝で

ある憲法９条を守り生かす国民のたたかいは前進を続けています。 

アジア・太平洋戦争の開戦日となった 12月 8日には反戦・平和を求める行動が毎年と

りくまれ、今年も全国各地で多様な行動が実施されました。 

川崎では“平和といのちと人権を守る 12.8 川崎集会”が川崎区の稲毛公園で開催され、

集会後はＪＲ川崎駅前までのパレードが行われました。この日は冷たい小雨が降り強風も

吹いていましたが 150名余の参加があり、あいにくの

天候にも負けず元気な集会とパレードになりました。 

神奈川県南支部からは大島書記長と佐藤前委員長、

赤羽の３名が参加しています。 

県南支部の全組合員は、核兵器禁止条約署名と併せ、

憲法改悪を阻止するため、全労連などが呼びかける

“憲法改悪を許さない全国署名”を全力でとりくみま

しょう（目標は来年 5月までに 1000万筆を集約）。 

平和といのちと人権を守る 12.8川崎集会

冷たい小雨と強風のなかを 150人余が参加！  

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=545919&sw=%E3%80%90%E7%94%B7%E5%A5%B3GS%E3%80%91%E6%AD%A3%E9%9D%A2_%E3%81%8A%E3%83%BC2
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=435395&sw=%E3%80%8C%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E5%93%A1a%E3%80%8D20


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

内閣総理大臣 殿  
 

 

唯一の戦争被爆国 

日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求める署名 
 

いま世界では、核兵器禁止条約の発効から核兵器廃絶へとすすもう、という声が広 

がっています。多くの国ぐにが被爆者の声に耳を傾け、「核兵器による安全」ではなく、

「核兵器のない世界による安全」を選択し、核兵器禁止条約を支持し、参加しつつあ 

ります。 

唯一の戦争被爆国である日本政府は、核兵器廃絶の先頭に立たなければなりません。 

国内の世論調査でも、日本が核兵器禁止条約に参加すべきとの声は 7割を超えてい 

ます。日本政府がこの被爆者と国民の声に誠実に応えることを訴えます。 

 

私は、日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求めます。 

 

 

 

連絡先：署名事務局（原水爆禁止日本協議会） 

〒113－8464 東京都文京区湯島 2－4－4 

電話：03－5842－6031 
 

名  前 住         所 募 金 
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